
講演会のご案内

日本経済の課題と
生産性向上､働き方改革

日時
2018年 4月 16日（月）
16：00～ 17：30（受付開始15：30）

会場
日本証券アナリスト協会 第２セミナールーム
東京都中央区日本橋兜町3-3
兜町平和ビル２階

講師略歴

参加料（消費税込み）
当日会場にてお支払い下さい。

①1,000 円 CMA、CIIA、一
般会員、個人賛助会員、法人会
員・法人賛助会員の役職員、
CCMA、CMA受講生、大学生
②無料 ①のうち首都圏（※）
以外に居住される方（勤務先が首
都圏の方を除く）
③2,100円 日本証券アナリスト
協会認定PB資格取得者（上記1.
以外の方）
④1,000円 同PB資格取得者
で首都圏（※）以外に居住される
方。ただし、勤務先が首都圏の方を
除く。
⑤3,100円 上記①～④以外の
方

申込方法
をクリックし、該当講演会の

「受付中」をクリックして下さい。入力・
送信の上、参加申し込み完了メール
を「参加証」として印刷し、当日は会場
受付に提出して下さい。
マイページに登録している方（ID・パス
ワード取得者）は、マイページからお申
込み下さい。

問合せ先
日本証券アナリスト協会
講演会・セミナー担当
TEL 03-3666-1515
FAX 03-5640-4529
ﾒｰﾙ seminar@saa.or.jp

佐治 信行（さじ のぶゆき）氏, CMA
三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券
エクイティリサーチ部 チーフエコノミスト

2000年以降､我が国の労働生産性の低迷は顕著だ。労働生産性の

伸び率低下は主要国共通ではある。日本政府は働き方改革を､労働

生産性を改善するための重要な手段､としている｡1990年前後の完全

週休二日制実施の後､労働生産性の伸びは鈍った。今回の改革が残

業時間の削減で終わるとその成果は限られる｡日本の生産性改善に

何が必要かを論じる｡

講演内容

1982年関西学院大学法学部政治学科卒。同年、日興證券(現
SMBC日興証券)､興銀証券(同みずほ証券)を経て2006年5月に
三菱UFJ証券(同三菱UFJモルガン･スタンレー証券)に入社､現在に
至る。35年間、証券市場分析、企業分析、マクロ経済分析を担当。
Institutional Investors 誌The All Japan Research Team 
Rankingで16年連続 第1位｡日経ヴェリタス､アナリストランキング､
エコノミスト部門第1位を計15回｡

講師

申込み期限
2018年
4月9日（月）

（※）東京都、神奈川県、千葉県、
埼玉県

こちら

申込QR

地 図

https://www.saa.or.jp/dc/event/apps/seminar/SeminarShowList.do
https://www.saa.or.jp/access/index.html#02
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